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測定時刻：10時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホームページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。
（福島県ホームページより）

10月20日㈪の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平

（本庁）
久之浜
・大久

地上１m 0.112 0.035

市民サービス
センター 豊間

地上１m 0.118

泉

0.061

中央台

0.084

0.048 0.065 0.052 0.057 0.060 0.061 0.059 0.072 0.075 0.073 0.129

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時30分　土日祝：８時30分～16時

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（遠野地区の３浄水場は週１回）検査しています。現在の検査結果は、
放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定
されていますが、本表では１マイクログレイ／時＝
１マイクロシーベルト／時と換算して表示していま
す。
※久之浜・大久支所は、改築工事のため、当面、久
　之浜西公園での測定値を掲載します。

　
今
回
は
「
絵
は
が
き
」
と
「
災
害
」
、
「
え
び
す
講
大

水
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
降
っ
た
豪
雨
は
、
特
に
十
六
日
が
旧
暦
の
「
え
び
す

講
」
に
当
た
る
た
め
に
、
「
え
び
す
講
大
水
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
石
城
郡
内
で
は
、
死
者
百
五
十
二
人
、
行
方
不
明
者

二
十
三
人
を
出
す
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
の
後
、
発
行
さ
れ
た
の
が
平
消
防
組
（
消
防
団

の
前
身
）
に
よ
る
「
石
城
郡
水
害
惨
状
絵
葉
書
」
で
し
た
。

通
常
、
絵
は
が
き
は
、
書
店
・
商
店
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
、

一
般
の
人
々
に
渡
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
の
場
合
は
、
石

城
郡
役
所
が
音
頭
を
取
っ
て
「
石
城
郡
水
害
救
済
会
」
を
設

け
、
各
町
村
に
呼
び
掛
け
、
義
援
金
を
募
り
、
こ
の
一
環
と

し
て
平
消
防
組
が
写
真
館
の
協
力
を
得
て
「
水
害
罹
災
義

捐
」
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
〈
写
真
１
、
２
〉
。

　
こ
の
絵
は
が
き
は
、
少
な
く
と
も
二
種
類
八
枚
が
作
製
さ

れ
て
お
り
、
家
屋
の
損
壊
や
山
崩
れ
の
現
場
、
消
防
組
の
復

旧
活
動
、
県
知
事
の
視
察
な
ど
、
災
害
の
全
体
像
が
把
握
で

き
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、
当
時
絵
は
が
き
は
、
情
報
伝
達
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
わ
き
地
域
学
會
・
小
宅
幸
一
）

災
害
と
い
わ
き

災
害
と
い
わ
き其

の
八

絵
は
が
き
の
中
の
災
害
②

▶
写
真
１
　
「
石
城
郡
水
害
惨
状
絵
葉
書(

第
２
集)

」
の
絵
葉

　
書
袋
〔
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
２
月
　
平
消
防
組
発
行
〕

▲写真２　「石城郡水害惨状絵葉書(第2集)」　現在の平市街
　南部、小島町の一帯は海の様相(上)／平消防組の活動(下）

こ
う

ぎ

り
　さ
い

え
ん

い
わ
き
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不
足
は
、
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
安
否
確
認
や
救
援
物
資
の
配
付
、

見
守
り
活
動
に
は
、
車
の
移
動
が
欠
か
せ

な
か
っ
た
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
を
確
保
す
る

こ
と
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
今
後
の
い
わ
き
の
復
興
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
こ
と
は
何

で
す
か
。

　
震
災
以
降
、
全
国
の
民
児
協
か
ら
視
察

の
要
請
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
経

験
し
た
こ
と
や
教
訓
な
ど
を
多
く
の
人
に

伝
え
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
対
応
に
役
立

て
ば
と
思
い
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
活
動
は
、
地
域
住
民

の
実
情
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
の
つ
な

ぎ
役
に
な
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
民
生

児
童
委
員
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
住
民
や
各
種
団
体
と
の
協
力
が
必
要

で
す
。
今
後
も
「
地
域
の
住
民
は
地
域
で

守
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
を
見

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
か
不
安
に
感
じ
て
い
る
と
思
い
、
こ
ま

め
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
支
所
を
訪
れ
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
相
談
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な

ど
の
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
救
援
物
資
が
届
い
て
か
ら

は
、
消
防
団
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
水
や
物
資
の
配

付
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
震
災
以
降
、
大
変
だ
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

　
市
の
民
生
児
童
委
員
の
中
に
は
、
残
念

な
が
ら
津
波
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
自
身
も
被
災

者
で
あ
る
た
め
、
活
動
に
は
限
界
が
あ
り

ま
し
た
が
、
震
災
前
か
ら
「
災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
時
の
対
応
へ
の
意

識
と
責
任
感
が
高
く
、
多
く
の
委
員
が
活

動
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
震
災
後
の
ガ
ソ
リ
ン

Ｑ
　
地
震
発
生
時
は
ど
ち
ら
で
何
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
か
。

　
自
宅
で
、
翌
日
開
催
予
定
だ
っ
た
好
間

地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
民
児
協
）

定
例
会
に
向
け
、
資
料
の
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
い
っ
た
ん

家
の
外
に
出
ま
し
た
が
、
自
宅
に
大
き
な

被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、
室
内
に
戻
り
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
地
震
の
情
報
や
被
害
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
族
に
連
絡
を
取
り
、
全
員

の
無
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
地
震
発
生
後
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
好
間
地
区
民
児
協
の
会
長
を
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
安
否
確
認
も
含
め
、
委
員
に

連
絡
を
取
り
ま
し
た
。
委
員
に
は
、
前
年

の
十
二
月
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
新
任
も

多
か
っ
た
の
で
、
委
員
と
し
て
何
を
す
べ

市民のひろば
207

市民のひろば ～震災の記憶を後世に～

　今月号は、いわき市民生児童委員協議会会長の篠原清美さん
に、震災後の民生児童委員としての活動などについて、インタ
ビューした内容をお伝えします。

篠原清美さん（いわき市民生児童委員
協議会会長）

好間地区の高齢者見守りパト
ロールマップ（えがおさかせ隊）

視察研修に訪れた団体に震災で
の経験や教訓などを説明


